
「「「「労働契約法労働契約法労働契約法労働契約法のののの一部一部一部一部をををを改正改正改正改正するするするする法律法律法律法律」」」」がががが平成平成平成平成 24242424 年年年年８８８８月月月月 10101010 日日日日にににに公布公布公布公布されましされましされましされましたたたた。。。。このこのこのこの改正改正改正改正ではではではでは、、、、有期労働契有期労働契有期労働契有期労働契

約約約約についてについてについてについて、、、、３３３３つのルールがつのルールがつのルールがつのルールが新新新新たにたにたにたに設設設設けられましたけられましたけられましたけられました。。。。    

今月今月今月今月はははは、、、、今年今年今年今年 4444月月月月 1111日日日日よりよりよりより施行施行施行施行されることになるされることになるされることになるされることになる「「「「不合理不合理不合理不合理なななな労働条件労働条件労働条件労働条件のののの禁止禁止禁止禁止」」」」をををを解説解説解説解説しますしますしますします。。。。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

◆◆◆◆◆◆◆◆    対象対象対象対象となるとなるとなるとなる労働条件労働条件労働条件労働条件    ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆    

一切一切一切一切のののの労働条件労働条件労働条件労働条件についてについてについてについて、、、、適用適用適用適用されますされますされますされます    

※※※※賃金賃金賃金賃金やややや労働時間等労働時間等労働時間等労働時間等のののの狭義狭義狭義狭義のののの労働条件労働条件労働条件労働条件だけでなくだけでなくだけでなくだけでなく、、、、労働契約労働契約労働契約労働契約のののの内容内容内容内容となっているとなっているとなっているとなっている災害補償災害補償災害補償災害補償、、、、服務規律服務規律服務規律服務規律、、、、

教育訓練教育訓練教育訓練教育訓練、、、、付随義務付随義務付随義務付随義務、、、、福利厚生福利厚生福利厚生福利厚生などなどなどなど、、、、労働者労働者労働者労働者にににに対対対対するするするする一切一切一切一切のののの待遇待遇待遇待遇がががが含含含含まれますまれますまれますまれます。。。。    

◆◆◆◆◆◆◆◆    判断判断判断判断のののの方法方法方法方法    ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆    

有期労働契約有期労働契約有期労働契約有期労働契約をををを締結締結締結締結しているしているしているしている労働者労働者労働者労働者のののの労働条件労働条件労働条件労働条件とととと、、、、同一同一同一同一のののの使用者使用者使用者使用者とととと期間期間期間期間のののの定定定定めのないめのないめのないめのない労働契約労働契約労働契約労働契約をををを締結締結締結締結していしていしていしてい

るるるる労働者労働者労働者労働者のののの労働条件労働条件労働条件労働条件とをとをとをとを比較比較比較比較することになりますすることになりますすることになりますすることになります（（（（相違相違相違相違のののの理由理由理由理由がががが、、、、““““期間期間期間期間のののの定定定定めがあることめがあることめがあることめがあること””””であるかであるかであるかであるか否否否否かがかがかがかが

ポポポポイントイントイントイント））））    

○ 労働条件の相違が不合理と認められるかどうかは、  

①①①①    職務職務職務職務のののの内容内容内容内容（業務の内容及び当該業務に伴う責任の程度）  

②②②②    当該職務当該職務当該職務当該職務のののの内容及内容及内容及内容及びびびび配置配置配置配置のののの変更変更変更変更のののの範囲範囲範囲範囲…今後の見込みも含まれる 

③③③③    そのそのそのその他他他他のののの事情事情事情事情（合理的な労使の慣行などの諸事情が想定される） 

を考慮して、個々の労働条件ごとに判断されます。  

○ 特に、通勤手当、食堂の利用、安全管理などについて労働条件を相違させ

ることは、上記①～③を考慮して、特段の理由がない限り、合理的とは認められませんので、注意が必

要です。 

○ 一方、定年後に有期労働契約で継続雇用された労働者の労働条件が定年前の他の無期契約労働者の労働

条件と相違することについては、定年の前後で職務の内容、当該職務の内容及び配置の変更の範囲等が

変更されることが一般的ですので、特段の事情がない限り、合理的だと解釈されます。 

◆◆◆◆◆◆◆◆    効果効果効果効果    ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆    

このこのこのこの規定規定規定規定はははは、、、、民事的効力民事的効力民事的効力民事的効力のあるのあるのあるのある規定規定規定規定ですですですです    

○ この規定により不合理とされた労働条件の定めは無効となり、故意・過失による権利侵害、すなわち不

法行為として損害賠償が認められる可能性もあります。 

→有期と無期で不合理がないか？ 不安がある場合はお気軽にご相談ください。    
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不合理な労働条件の禁止について 改正労働契約法の解説④

☆☆☆☆改正労働契約法改正労働契約法改正労働契約法改正労働契約法のののの解説解説解説解説はははは今月今月今月今月でででで最後最後最後最後ですですですです。。。。    

これまでのこれまでのこれまでのこれまでの内容内容内容内容もももも含含含含めてめてめてめて、、、、詳細詳細詳細詳細はははは、、、、厚生労働省厚生労働省厚生労働省厚生労働省のホームページからもごのホームページからもごのホームページからもごのホームページからもご覧覧覧覧になれますになれますになれますになれます。。。。    

不合理不合理不合理不合理なななな労働条件労働条件労働条件労働条件のののの禁止禁止禁止禁止とは・・・とは・・・とは・・・とは・・・    

このルールはこのルールはこのルールはこのルールは、、、、有期契約労働者有期契約労働者有期契約労働者有期契約労働者とととと無期契約労働者無期契約労働者無期契約労働者無期契約労働者とのとのとのとの間間間間でででで、、、、期間期間期間期間のののの定定定定めがあることによるめがあることによるめがあることによるめがあることによる不合理不合理不合理不合理なななな労働条件労働条件労働条件労働条件

のののの相違相違相違相違をををを設設設設けることをけることをけることをけることを禁止禁止禁止禁止するものですするものですするものですするものです。。。。    

発行：びいず社労士ＦＰ事務所 
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    定昇定昇定昇定昇などなどなどなど賃金制度賃金制度賃金制度賃金制度のののの動向動向動向動向    

◆◆◆◆活発化活発化活発化活発化するするするする賃金賃金賃金賃金をめぐるをめぐるをめぐるをめぐる動動動動きききき    

平成 25 年の春闘がスタートし、ローソンが 2013

年度から 20 代後半～40 代の社員の年収を平均３％

（平均約 15万円）引き上げることを発表したり、先

頃行われた政府と経済３団体トップとの会談で、安倍

首相から、デフレ脱却に向けて業績が改善した企業か

ら賃金を引き上げるよう要請が出たり、賃金をめぐる

動きが活発化しています。 

◆◆◆◆約約約約４４４４割割割割のののの企業企業企業企業ではではではでは定期昇給定期昇給定期昇給定期昇給をををを導入導入導入導入していないしていないしていないしていない    

公益財団法人日本生産性本部が 2012年 10月～11

月にかけて実施した「第 13回日本的雇用・人事の変

容に関する調査」によると、年齢や勤続年数に応じた

定昇がある賃金カーブの設計となっている企業は過

半数（55.2％）を占めているものの、「定期昇給はな

い」という企業も約４割（39.6％）となったことがわ

かりました。 

定昇制度の導入率を過去の調査と比較すると、

2000 年が 87.3％、2004年が 62.2％となっており、

徐々に導入率は低下しています。 

◆◆◆◆定昇定昇定昇定昇をををを導入導入導入導入しているしているしているしている企業企業企業企業のののの約半数約半数約半数約半数がががが見直見直見直見直しをしをしをしを検討検討検討検討    

定昇制度がある企業での今後の定昇制度の取扱い

については、「現状のまま」が 42.4％となった一方で、

「定期昇給によって上がる水準を抑制したい」が

25.9％、「一定年齢までは定昇はやむを得ないが、も

う少し早めの年齢で止めたい」が 21.2％となり、合

計で 47.1％は見直しを考えていることがわかりまし

た。企業規模が 5,000人以上になると「現状のまま」

という企業は 12.5％まで減少し、「定期昇給によって

上がる水準を抑制したい」が 37.5％、「一定年齢まで

は定昇はやむを得ないがもう少し早めの年齢で止め

たい」が 25.0％で、合計 62.5％となり、さらにその

傾向が強まっていることがわかります。 

◆◆◆◆年齢年齢年齢年齢・・・・勤続給勤続給勤続給勤続給をををを導入導入導入導入するするするする企業企業企業企業はははは減少減少減少減少            

基本給に採り入れられている賃金体系を見ると、管

理職層では、役割や職責あるいは職務の価値を反映さ

せる「役割・職務給」の導入率が 79.2％と高く、職

務遂行能力の高さを反映させる「職能給」の導入率は

ついては、やや下がって 65.6％となっています。ま

た、年齢や勤続年数を反映させる「年齢・勤続給」に

ついては、22.7％となっています。  

非管理職層についても同様の傾向がみられますが、

どちらに関しても言えることは、「年齢・勤続給」は、

調査開始から下がり続けているということです。 

４月からの「改正高年齢者雇用安定法」の施行によ

る 65歳までの雇用義務化に伴い、再雇用者の賃金の

賃金水準を引き下げることを検討する企業が増える

ことも予想され、賃金をめぐる動きはますます目まぐ

るしくなりそうです。 

「「「「退職強要退職強要退職強要退職強要」」」」のののの有無有無有無有無にににに関関関関するするするする調査調査調査調査結果結果結果結果にににに 

◆◆◆◆調査調査調査調査はなぜはなぜはなぜはなぜ、、、、どのようにどのようにどのようにどのように行行行行われたかわれたかわれたかわれたか？？？？    

大手企業に「追い出し部屋」と呼ばれる部署が次々

とできている問題について、厚生労働省は「退職強要

の有無等に関する調査」を実施し、その内容を 1 月

29 日に公表しました。この調査は、製造業大手企業

などで上記のような部署が存在し、転職を勧めたり、

退職を迫ったりするケースがあるとの報道を受け、同

省の職員が実態を把握するために、報道された企業に

対して直接聴き取る方法で行われました。 

◆◆◆◆「「「「追追追追いいいい出出出出しししし部屋部屋部屋部屋」」」」のののの業務内容業務内容業務内容業務内容とととと状況状況状況状況    

聞き取り調査によると、業務量の減少に伴い、一定

の従業員を集め、それまでの業務とは異なる業務をさ

せている部署の存在が確認されました。具体的には、

他社に外注していた業務を内製化し、取引先から請け

負った社外の業務と一緒に従事させている部署や、技

術の進歩やデジタル化で縮小される業務に従事して

いた社員を集め、新たな業務に就かせるための研修を

行う専門の部署などがあったようです。 

実際の業務の状況についてみると、業務量が比較的

少ないため労働者が部屋で待機することがある日が

あるものの、稼働率を上げるよう努めており待機者は

わずかであるとする企業や、それまで配属されていた

部署よりも軽易な場合があるとする企業がありまし

た。 

◆厚生労働省厚生労働省厚生労働省厚生労働省のののの対応対応対応対応    

今回の調査において、厚生労働省は「明らかに違法

な退職強要を行っている企業は確認されなかった」と

しています。ただし、調査対象となった企業に対し、

「経営状況が悪化したためにやむなく労働条件の変

更や雇用調整を行わなくてはならない場合であって

も、法令や労使間で定めたルールを遵守することはも



ちろん、事前に十分な話し合いを行うことは、労使間

の紛争を防止するために必要である」と指摘していま

す。また、「厳しい経営環境の下での労務管理のポイ

ント」と題したパンフレットを用い、退職強要や解雇

などに関する裁判例の内容等を改めて示し、啓発指導

を行ったようです。 

◆◆◆◆今後今後今後今後、、、、追追追追いいいい出出出出しししし部屋部屋部屋部屋はなくなるかはなくなるかはなくなるかはなくなるか？？？？    

今回の調査を踏まえ、同省は、今後も大規模な雇用

調整事案等を把握した場合には、各都道府県労働局等

において機動的に啓発活動に取り組んでいくとして

います。また、産業雇用安定センターが行う出向・移

籍のあっせんサービスの活用や、企業自身による再就

職援助の要請、ハローワークによる関係機関と連携し

た再就職支援を行うことなどを掲げ、「追い出し部屋」

については、今後も調査を進めていくようです。 

 

今今今今どきのどきのどきのどきの「「「「飲飲飲飲みニケーションみニケーションみニケーションみニケーション」」」」のののの実態実態実態実態    

◆◆◆◆職場職場職場職場のののの飲飲飲飲みみみみ会会会会はははは「「「「仕事仕事仕事仕事のののの延長線上延長線上延長線上延長線上」？」？」？」？    

株式会社エルネットが、同社が運営するオンライン

ストレージサービス（宅ふぁいる便）のユーザーを対

象に実施した「職場の飲み会に対するアンケート」に

よると、職場の飲み会がどのような場であるのかを聞

いた質問では、「やや仕事の延長線上の場」との回答

が 39.0％、「やや仕事を離れた息抜きの場」が 35.2％、

「仕事の延長線上の場」が 17.1％、「仕事を離れた息

抜きの場」が 8.8％となったそうです。 

「仕事の延長線上」であると考えている人が若干多

い結果です。 

◆飲飲飲飲みみみみ会頻度会頻度会頻度会頻度はははは月月月月１１１１、、、、平均費用平均費用平均費用平均費用 3,0003,0003,0003,000～～～～4,0004,0004,0004,000円円円円    

「職場の仲間と飲みに行く頻度は？」の質問に対し

ては、「不定期」との回答が多数を占め（62.2％）、次

いで「月に 1回」（15.4％）、「月に 2-3回」（13.1％）、

「月に 4回以上」（7.6％）と続いています。 

また、職場の仲間との飲み会の１回当たり平均費用

は？」との質問に対する回答では、多い順に「3,000

～4,000円」（39.7％）、「2,000～3,000円」（27.1％）、

「4,000～5,000円」（21.4％）、「5,000円以上」（7.6％）、

「2,000円未満」（4.3％）となりました。 

◆◆◆◆飲飲飲飲みみみみ会会会会でででで感感感感じるじるじるじる不快不快不快不快なことはなことはなことはなことは？？？？    

「飲みニケーション」が叫ばれて久しいですが、転

職サイト「マイナビ」を運営する株式会社「マイナビ」

が行ったアンケートによると、「だから職場の飲み会

は行きたくない!」と思ってしまう瞬間について、次

のような回答が挙がっています。 

【男性】 

（１）上司の説教が始まる（20.4%） 

（２）飲み会の時間が長い（18.7%） 

（３）会費が高い（16.2%） 

【女性】 

（１）会費が高い（23.6%） 

（２）お酌をさせられる（22.3%） 

（３）飲み会の時間が長い（19.2%） 

飲み会の場で不快に感じる方もいるようですが、飲

み会が職場での人間関係に与える好影響も小さくな

いかもしれません。 

2013201320132013 年度年度年度年度のののの社会保険料額社会保険料額社会保険料額社会保険料額・・・・率率率率 

◆◆◆◆国民年金国民年金国民年金国民年金のののの保険料額保険料額保険料額保険料額    

２月５日に発出された告示により、平成 25年度の

保険料額は、前年度より 60円引き上げられ、15,040

円になります。これは、15,820円（平成 25年度の法

定の保険料額）に 0.951（平成 25 年度の保険料改定

率）を掛けて算出された額です。 

なお、保険料を前納した場合には、毎月納付するよ

りも割り引かれた額での納付となります。それぞれ次

の額となりますが、納付方法により割引率が異なりま

すので注意が必要です。 

（１）１年間の保険料を前納 

・176,700円（3,780円の割引き）…口座振替 

・177.280円（3,200円の割引き）…現金納付また

はクレジットカード納付 

（２）６カ月間の保険料を前納 

・89,210円（1,030円の割引き）…口座振替 

・89,510 円（730 円の割引き）…現金納付または

クレジットカード納付 

（３）１カ月間の保険料を早期納付（その月の保険料

をその月末に納付） 

・14,990円（50円の割引き）…口座振替 

なお、１カ月間の保険料を現金で早期納付した場合、

またクレジットカードで毎月納付する場合には割引

の適用はありません。 

◆◆◆◆協会協会協会協会けんぽのけんぽのけんぽのけんぽの都道府県単位保険料率都道府県単位保険料率都道府県単位保険料率都道府県単位保険料率    

２月６日に告示が発出され、平成 25年度の協会け

んぽの都道府県単位保険料率については、据置きとさ

れることとなりました。 



 

 

  

 

 

    

    

●●●●雇用保険料率雇用保険料率雇用保険料率雇用保険料率●●●● 

事業事業事業事業のののの種類種類種類種類    平成平成平成平成 22224444 年度年度年度年度     平成平成平成平成 22225555 年度年度年度年度    

一般一般一般一般のののの事業事業事業事業    1,0001,0001,0001,000 分分分分のののの 11113333.5.5.5.5    

→→→→    据置据置据置据置きききき    →→→→    

1,0001,0001,0001,000 分分分分のののの 11113333.5.5.5.5    

農林水産業農林水産業農林水産業農林水産業＊＊＊＊    

清酒清酒清酒清酒製造製造製造製造のののの事業事業事業事業    
1,0001,0001,0001,000 分分分分のののの 15151515.5.5.5.5    1,0001,0001,0001,000 分分分分のののの 11115555.5.5.5.5    

建設建設建設建設のののの事業事業事業事業    1,0001,0001,0001,000 分分分分のののの 16161616.5.5.5.5    1,0001,0001,0001,000 分分分分のののの 11116666.5.5.5.5    

＊＊＊＊農林水産業農林水産業農林水産業農林水産業のうちのうちのうちのうち、、、、季節的季節的季節的季節的にににに休業休業休業休業しししし又又又又はははは事業事業事業事業のののの規模規模規模規模がががが縮小縮小縮小縮小することのないすることのないすることのないすることのない一定一定一定一定のののの事業事業事業事業（（（（園芸園芸園芸園芸サービスのサービスのサービスのサービスの

事業事業事業事業、、、、酪農酪農酪農酪農、、、、養鶏等養鶏等養鶏等養鶏等のののの事業事業事業事業などなどなどなど））））にはにはにはには、、、、一般一般一般一般のののの事業事業事業事業のののの雇用保険雇用保険雇用保険雇用保険料料料料率率率率をををを適用適用適用適用。。。。    
 

●●●●雇用保険雇用保険雇用保険雇用保険料料料料率率率率のののの負担負担負担負担のののの内内内内訳訳訳訳●●●● 

                    内内内内        訳訳訳訳    

事業事業事業事業のののの種類種類種類種類    
雇用保険雇用保険雇用保険雇用保険料料料料率率率率    

失業等給付失業等給付失業等給付失業等給付にににに係係係係るるるる率率率率    二事業率二事業率二事業率二事業率    

被保険者負担分被保険者負担分被保険者負担分被保険者負担分    事業主負担分事業主負担分事業主負担分事業主負担分    

一般一般一般一般のののの事業事業事業事業    1,0001,0001,0001,000 分分分分のののの 13131313....5555    1,0001,0001,0001,000 分分分分のののの 5555    
1,0001,0001,0001,000 分分分分のののの 5555    1,0001,0001,0001,000 分分分分のののの 3.53.53.53.5    

計計計計    1,0001,0001,0001,000 分分分分のののの 8.58.58.58.5    

農林水産業農林水産業農林水産業農林水産業＊＊＊＊    

清酒清酒清酒清酒製造製造製造製造のののの事業事業事業事業    
1,0001,0001,0001,000 分分分分のののの 15151515....5555    1,0001,0001,0001,000 分分分分のののの 6666    

1,0001,0001,0001,000 分分分分のののの 6666    1,0001,0001,0001,000 分分分分のののの 3.53.53.53.5    

計計計計    1,0001,0001,0001,000 分分分分のののの 9.59.59.59.5    

建設建設建設建設のののの事業事業事業事業    1,0001,0001,0001,000 分分分分のののの 16.516.516.516.5    1,0001,0001,0001,000 分分分分のののの 6666    
1,0001,0001,0001,000 分分分分のののの 6666    1,0001,0001,0001,000 分分分分のののの 4.54.54.54.5    

計計計計    1,01,01,01,000000000 分分分分のののの 10.510.510.510.5    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25 年度の雇用保険率は、24 年度の率を据置きに決定 最新情報 

あとがきあとがきあとがきあとがき◆◆◆◆いつまでもいつまでもいつまでもいつまでも寒寒寒寒さがさがさがさが厳厳厳厳しいですがしいですがしいですがしいですが、、、、３３３３月月月月にはにはにはには白木蓮白木蓮白木蓮白木蓮、、、、沈丁花沈丁花沈丁花沈丁花、、、、さんしゅゆなどのさんしゅゆなどのさんしゅゆなどのさんしゅゆなどの花花花花々々々々がががが咲咲咲咲いてきますしいてきますしいてきますしいてきますし、、、、土筆土筆土筆土筆んぼんぼんぼんぼ

もももも顔顔顔顔をををを出出出出しますねしますねしますねしますね。。。。戸外戸外戸外戸外にににに出出出出てててて縮縮縮縮こまったこまったこまったこまった身体身体身体身体をををを伸伸伸伸ばしたいものですばしたいものですばしたいものですばしたいものです。。。。    

    

3333/1/1/1/10000 ●一括有期事業開始届の提出 

（建設業）  

主な対象事業：概算保険料 160 万円未満で

かつ請負金額が 1 億 9000 万円未満の工事 

 ●2 月分の源泉所得税、住民税特別徴収

税の納付 

    3/15 3/15 3/15 3/15 ●●●●3/13/13/13/15555 はははは所得税所得税所得税所得税・・・・贈与税贈与税贈与税贈与税のののの申告申告申告申告・・・・納税期限納税期限納税期限納税期限 

                        ●所得税の確定申告書の提出 

                        ●所得税の更正請求（前年度分） 

                        ●個人青色申告承認申請書の提出 

        （新規適用のもの） 

3/153/153/153/15 ●確定申告税額の延納の届出書の提出 

                    ●所得税確定損失申告書の提出 

                    ●贈与税の申告（前年度分） 

     ●個人の道府県民税・市町村民税の申告 

     ●個人事業税の申告 

3333////31313131 ●2 月分の健康保険料、厚生年金保険料の納付 

                    ●個人事業者の消費税の確定申告 

                    ●1 月決算法人の確定申告・7 月決算法人の中

間申告 

                    ●4 月・7 月・10 月決算法人の消費税の中間申告 

おおおお仕事仕事仕事仕事    

カレンダーカレンダーカレンダーカレンダー    
    

    雇用保険率雇用保険率雇用保険率雇用保険率はははは、、、、労使折半労使折半労使折半労使折半でででで負担負担負担負担するするするする失業等給付失業等給付失業等給付失業等給付のののの料率料率料率料率にににに、、、、事業主事業主事業主事業主がががが負担負担負担負担するするするする雇用保険二事業雇用保険二事業雇用保険二事業雇用保険二事業のののの料率料率料率料率をををを

加加加加えたものですがえたものですがえたものですがえたものですが、、、、そのそのそのその雇用保険料率雇用保険料率雇用保険料率雇用保険料率がががが平成平成平成平成 25252525 年度年度年度年度はははは、、、、平成平成平成平成 24242424 年度年度年度年度とととと同同同同じじじじ率率率率のままのままのままのまま、、、、変更変更変更変更されないこされないこされないこされないこ

とにとにとにとに決決決決まりましたまりましたまりましたまりました。。。。    

雇用保険二事業雇用保険二事業雇用保険二事業雇用保険二事業としてとしてとしてとして、、、、事業主事業主事業主事業主にににに対対対対するするするする助成金等助成金等助成金等助成金等のののの支給支給支給支給がががが行行行行われていますがわれていますがわれていますがわれていますが、、、、そのそのそのその財源財源財源財源はははは、、、、基本的基本的基本的基本的にはにはにはには、、、、事事事事

業主業主業主業主のののの皆様方皆様方皆様方皆様方がががが負担負担負担負担しているしているしているしている保険料保険料保険料保険料なのですなのですなのですなのです。。。。要件要件要件要件にあにあにあにあうううう助成金助成金助成金助成金があがあがあがありましたらりましたらりましたらりましたら、、、、積極的積極的積極的積極的にににに活用活用活用活用しましょうしましょうしましょうしましょう。。。。    

なおなおなおなお、、、、労働保険料労働保険料労働保険料労働保険料としてとしてとしてとして、、、、雇用保険雇用保険雇用保険雇用保険のののの分分分分とととと併併併併せてせてせてせて労災保険労災保険労災保険労災保険のののの分分分分もももも納付納付納付納付することになってすることになってすることになってすることになっていますがいますがいますがいますが、、、、平成平成平成平成 25252525年年年年

度度度度におけるにおけるにおけるにおける労災保険労災保険労災保険労災保険にににに関関関関するするするする保険料率保険料率保険料率保険料率（（（（労災保険率労災保険率労災保険率労災保険率））））についてもについてもについてもについても、、、、前年度前年度前年度前年度とととと変更変更変更変更はありませんはありませんはありませんはありません。。。。    


